
横
浜
型
経
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戦
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を
理
解
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
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②
経
済
活
性
化
の
た
め
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
集
い
、
創
り
、
歓
ぶ
～
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
横
浜
！
」

１
－
は
じ
め
に

　
今
年
７
月
に
、
横
浜
経
済
活
性

化
に
向
け
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
集

い
、
創
り
、
歓
ぶ
～
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
横
浜
！
」
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
６
月
に
「
横
浜
経
済
活

性
化
懇
談
会
」
が
設
置
さ
れ
、
こ

の
懇
談
会
の
も
と
に
「
横
浜
中
期

経
済
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」

（
土
志
田
征
一
委
員
長
）
が
置
か

れ
、
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
平

成
元
年
の
「
新
産
業
構
造
ビ
ジ
ョ

ン
」
、
平
成
５
年
の
「
よ
こ
は
ま
新

経
済
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
続
く
、
３
度
目

で
1
0
年
ぶ
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
非
成
長
・

拡
大
の
時
代
を
迎
え
、
産
業
構
造

の
転
換
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
な

ど
本
市
を
取
り
巻
く
経
済
・
社
会

環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
横
浜
市

中
期
政
策
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
横

浜
経
済
の
再
発
展
を
よ
り
積
極
的

に
図
る
た
め
、
「
民
と
行
政
の
協

働
」
を
重
視
し
た
、
新
し
い
経
済

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

２

経
済
政
策
に
お
け
る

「
ビ
ジ
ョ
ン
政
策
」
に
つ
い
て

　
横
浜
の
経
済
政
策
と
し
て
の

「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
考
え
る
に
当
た

り
、
法
や
金
融
政
策
を
持
っ
た
国

の
場
合
と
は
違
っ
て
、
「
現
場
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
経

済
政
策
の
歩
ん
で
来
た
道
を
、
一

度
過
去
に
さ
か
の
ぼ
り
、
力
（
先

人
の
知
恵
）
を
得
て
再
び
現
在
に

帰
っ
て
来
る
と
い
う
視
点
で
振
り

返
っ
て
み
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
、

今
だ
け
を
見
て
反
応
す
る
の
で
は

な
く
、
戦
後
横
浜
が
歩
ん
で
き
た

先
人
た
ち
の
労
苦
を
深
く
と
ら

え
、
活
用
す
る
た
め
に
有
効
な
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。

①
経
済
政
策
の
重
層
化

　
横
浜
市
の
経
済
政
策
に
つ
い

て
、
ま
ず
、
戦
災
復
興
で
始
ま
る

戦
後
を
見
る
と
、
環
境
整
備
（
ハ

ー
ド
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
業
界
団

体
・
外
郭
団
体
の
再
生
な
ど
）
と

と
も
に
、
既
存
中
小
・
零
細
企
業

の
再
生
支
援
、
誘
致
（
工
場
団
地

の
形
成
）
や
問
屋
街
の
建
設
、
イ

ン
ド
商
社
街
の
再
生
、
国
内
の
販

路
開
拓
、
輸
出
振
興
な
ど
、
積
極

的
な
工
場
誘
致
や
育
成
策
な
ど
の

「
誘
導
政
策
」
が
行
わ
れ
た
時
期

で
、
政
策
の
目
的
が
地
域
経
済
の

復
興
と
雇
用
確
保
に
向
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
高
度
成
長
を
経
て
1

9
8
0
年
代
を
前
後
し
て
、
地
域

経
済
の
再
生
と
新
た
な
企
業
集
積

が
進
む
に
つ
れ
て
、
直
接
的
な

¬
誘
導
政
策
」
に
併
せ
て
、
都
市

型
サ
ー
ビ
ス
業
や
先
端
技
術
産
業

の
振
興
、
新
た
な
商
店
街
振
興
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
情
報
機
能
の

重
視
、
経
済
中
枢
機
能
の
強
化
な

ど
、
戦
略
性
を
持
っ
た
機
能
的
・

横
断
的
な
バ
ラ
ン
ス
あ
る
経
済
発

展
を
め
ざ
す
「
調
整
政
策
」
が
加

わ
っ
て
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
9
0
年
代
に
な
り
、
ソ
フ

ト
化
・
サ
ー
ビ
ス
化
か
進
む
な

ど
、
産
業
構
造
の
調
整
・
転
換
が

課
題
と
な
る
に
つ
れ
て
、
都
市
づ

く
り
に
お
け
る
経
済
政
策
の
役

割
、
市
民
の
豊
か
さ
の
実
現
に
向

け
た
成
熟
化
時
代
の
都
市
と
し
て

の
め
ざ
す
べ
き
姿
な
ど
、
先
進
的

な
目
標
像
を
付
加
し
た
「
ビ
ジ
ョ
ン

政
策
」
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
済
政
策
の
変
遷
か

ら
、
例
え
ば
、
現
在
の
「
企
業
誘

致
」
政
策
を
考
え
る
と
、
単
に
、

「
誘
導
政
策
」
に
お
け
る
量
的
な

集
積
強
化
と
し
て
で
は
な
く
、
産

業
集
積
の
質
的
な
機
能
強
化
（
中

枢
機
能
の
強
化
な
ど
）
や
、
都
心

部
づ
く
り
の
戦
略
的
手
段
（
M
M

2
1
地
区
、
京
浜
臨
海
部
、
既
存
集

積
の
補
完
と
再
生
の
ト
リ
ガ
ー
）

と
し
て
の
「
調
整
政
策
」
と
な
っ

て
お
り
、
つ
い
に
は
フ
ラ
ッ
グ
シ

ッ
プ
企
業
の
誘
致
、
京
浜
臨
海
部

の
再
生
な
ど
都
市
の
個
性
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
「
ビ
ジ
ョ
ン
政
策
」

と
し
て
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

「
都
市
の
魅
力
」
を
高
め
る
性
格

を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
横
浜
の
経
済
政
策

は
、
「
誘
導
政
策
」
、
「
調
整
政
策
」
、

「
ビ
ジ
ョ
ン
政
策
」
の
重
層
化
の

縦
糸
と
、
都
市
と
市
民
の
生
活
様

式
の
高
度
化
、
成
熟
化
の
横
糸
で
、

歴
史
的
に
編
み
合
わ
さ
れ
て
創
り

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
経
済
政
策
は
、
地
域
に

お
け
る
産
業
集
積
と
複
合
化
（
バ

ラ
ン
ス
あ
る
経
済
発
展
と
都
市
づ

く
り
と
の
一
体
化
）
を
図
る
立
地

政
策
と
し
て
統
合
さ
れ
、
彩
ら
れ

て
、
自
治
体
固
有
の
地
域
経
済
政

策
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

②
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
役
割

　
こ
う
し
た
歴
史
的
な
変
遷
を
持

っ
た
横
浜
の
「
経
済
政
策
」
で
す

が
、
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
経
済
政
策
の
総
合

的
な
体
系
作
り
や
都
市
づ
く
り
に

重
点
を
置
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
経
済
の
先
行
き
・

動
向
が
不
透
明
な
時
代
を
反
映
し

て
、
横
浜
経
済
の
現
状
を
打
破
し
、

再
発
展
を
図
る
た
め
、
「
民
」
の

力
を
存
分
に
活
か
し
て
、
新
た
な

前
進
を
図
る
た
め
の
新
し
い
手
段

《4》

特集

非
「
成
長
・
拡
大
」
時
代
の
横
浜
の
経
済
政
策



と
方
法
を
特
徴
と
し
、
危
機
突
破

を
図
る
実
行
型
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

の
性
格
を
意
識
し
た
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
重
視
型
」
と
も
言
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

事
業
の
立
ち
上
げ
を
見
越
し
た
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

3

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

特
徴
と
視
点

今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
以
上
の

よ
う
な
歴
史
的
な
変
遷
の
中
で
役

割
を
持
つ
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
違
う
特
徴
を
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
の
第
一

は
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

提
案
す
る
実
行
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る
こ
と
で
す
。
第
二
の
特
徴
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
に
当

た
り
、
「
民
」
と
「
行
政
」
と
の

協
働
に
よ
る
手
法
を
重
視
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
特
徴
の
第
三
は
、
暮
ら
し
や
文

化
に
及
ぶ
広
い
分
野
を
対
象
と

し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
新
し
い
経
済
活
動
の
担
い
手

と
、
広
範
な
横
浜
経
済
や
雇
用
を

支
え
て
い
る
既
存
企
業
と
の
連
携

を
重
視
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ

と
で
す
。

ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
は
以
下
の
よ

う
な
視
点
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
経
済

社
会
を
つ
く
る

生
活
の
豊
か
さ
（
質
）
や
発
想
、

知
識
・
技
術
を
重
視
し
、
新
し
い

価
値
を
創
造
す
る
（
ま
た
は
本
来

の
価
値
を
再
生
す
る
）
経
済
社
会

を
形
成
す
る
こ
と
で
す
。

②
多
様
な
経
済
主
体
が
活
躍
し
て
元

気
の
あ
る
横
浜
経
済
を
つ
く
る

新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
主
体

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
や
商

店
街
に
加
え
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

市
民
、
産
業
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
含
む
）
、
企
業

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
な
ど
”
多
様
な

経
済
主
体
”
が
、
連
携
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
経
済
の
活
力
を
創
造

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

③
都
市
づ
く
り
と
一
体
化
し
た
産

　
業
活
動
の
場
づ
く
り

　
都
心
・
副
都
心
を
は
じ
め
と
し

た
地
域
構
造
の
変
化
や
産
業
の
空

洞
化
な
ど
の
構
造
の
変
化
、
Ｉ
Ｔ
、

バ
イ
オ
な
ど
新
た
な
産
業
集
積
に

対
応
し
た
都
市
・
産
業
基
盤
整
備

や
、
安
全
で
快
適
な
都
市
生
活
空

間
の
整
備
に
よ
り
、
都
市
づ
く
り

と
連
動
し
た
産
業
活
動
空
間
を
形

成
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

④
横
浜
経
済
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

　
を
高
め
る

　
東
京
へ
の
新
た
な
一
極
集
中
の

動
き
を
踏
ま
え
て
、
横
浜
の
資
源

や
魅
力
な
ど
の
強
み
を
伸
ば
す
と

と
も
に
、
都
市
間
競
争
へ
の
対
応

を
図
る
た
め
、
一
方
で
は
東
京
の

力
を
借
り
つ
つ
、
東
京
と
の
補
完

的
関
係
を
重
視
す
る
な
ど
、
広
域

的
な
連
携
を
促
進
し
、
魅
力
（
個

性
）
あ
る
横
浜
経
済
の
確
固
た
る

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
高
め
る
こ
と

で
す
。

４
－
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
主
な
内
容

①
将
来
像
の
前
提

　
ビ
ジ
ョ
ン
は
ま
ず
、
「
社
会
経

済
の
新
た
な
潮
流
」
、
「
横
浜
経
済

の
現
状
」
及
び
「
横
浜
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
」
と
し
て
分
析
し
、
こ
れ

を
踏
ま
え
、
「
横
浜
経
済
の
可
能

性
」
を
次
の
４
点
に
集
約
し
て
い

ま
す
。

　
(
1
)
「
独
自
性
、
競
争
優
位
性
の
高

い
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
展
開
さ
れ
る

　
(
2
)
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ

る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
を
生
み
出
す

　
(
3
)
「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業

集
積
」
を
形
成
す
る

　
(
4
)
「
横
浜
経
済
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

（
存
在
感
）
」
が
高
ま
る

こ
う
し
た
「
横
浜
の
可
能
性
」

を
ス
テ
ッ
プ
に
、
横
浜
経
済
の
将

来
像
を
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

②
将
来
像
と
「
め
ざ
す
べ
き
姿
」

将
来
像
は
「
集
い
、
創
り
、
歓

ぶ
～
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
横
浜
！
」
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
「
集
い
」

は
、
市
内
外
の
多
様
な
企
業
、
人
、

情
報
、
文
化
、
モ
ノ
、
技
術
が
集

積
、
交
流
、
融
合
す
る
都
市
を
、

「
創
り
」
は
新
技
術
、
新
製
品
、

新
産
業
な
ど
の
新
し
い
価
値
を
創

り
出
す
都
市
を
、
そ
し
て
「
歓
ぶ
」

は
市
民
や
企
業
な
ど
が
、
創
造
す

る
歓
び
、
生
活
の
豊
か
さ
、
充
実

感
を
分
か
ち
合
え
る
都
市
を
そ
れ

ぞ
れ
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
将
来
像
は
”
「
民
」
が
主

役
、
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
街
”
、

　
”
新
事
業
・
新
産
業
を
持
続
的
に

生
み
出
す
街
”
、
”
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

が
集
い
、
交
流
の
拠
点
と
な
る
街
”

と
い
う
３
つ
の
個
性
を
あ
わ
せ
持

っ
た
街
（
「
横
浜
経
済
の
め
ざ
す

べ
き
姿
」
）
を
実
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
到
達
で
き
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
の
３
つ
の
「
め

ざ
す
べ
き
姿
」
の
展
開
方
向
を
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
提
示
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
横
浜
ら
し
い

個
性
が
発
揮
さ
れ
る
地
域
経
済
の

新
し
い
展
開
方
向
と
そ
の
道
筋
と

し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
展
開
方
向
」
に
つ
い
て
は
、

　
(
1
)
『
「
民
」
が
主
役
、
豊
か
さ
が
　

実
感
で
き
る
街
』

①
市
民
の
豊
か
な
生
活
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
市
内
産
業
の
活
性
化

②
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

③
大
都
市
性
を
活
か
し
、
豊
か

さ
を
広
域
に
発
信

　
(
2
)
『
新
事
業
・
新
産
業
を
持
続
的

に
生
み
出
す
街
』

①
技
術
、
知
識
、
ア
イ
デ
ア
、
経

験
等
を
活
用
し
た
事
業
革
新

②
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
持
続
的

に
創
出

③
大
学
、
研
究
機
関
の
知
財
を

活
用
し
た
活
発
な
イ
ノ
ペ
ー

シ
ョ
ン
の
展
開

④
特
色
の
あ
る
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
の
形
成

　
(
3
)
『
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
が
集
い
、
交

流
の
拠
点
と
な
る
街
』

①
様
々
な
国
・
地
域
へ
の
意
欲

的
な
海
外
事
業
展
開

②
様
々
な
国
・
地
域
か
ら
進
出

す
る
外
資
系
企
業
の
集
積

③
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
の
形
成

④
国
内
外
か
ら
多
く
の
ビ
ジ
タ

ー
が
訪
れ
る
集
客
・
交
流
都

市
の
形
成

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細

に
描
い
て
い
ま
す
。

③
基
本
戦
略

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
め
ざ
す

べ
き
姿
」
に
向
け
た
「
基
本
戦
略
」

と
し
て
、
重
視
す
べ
き
五
つ
の
力

（
「
技
術
力
、
知
識
力
」
、
「
文
化
力
」
、

「
地
域
力
」
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
」

「
情
報
発
信
力
」
）
を
発
揮
す
る
こ

と
、
ま
た
、
今
後
５
年
間
重
点
的

に
育
成
・
振
興
を
図
る
戦
略
産
業

群
（
生
活
関
連
産
業
、
デ
ジ
タ
ル
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家
電
産
業
、
バ
イ
オ
関
連
産
業
、

集
客
産
業
）
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は

「
将
来
像
や
行
政
の
施
策
体
系
及

び
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
示
し

て
い
ま
し
た
が
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
「
実
現
に
向
け
た
５
年
間
の

実
行
型
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
提
案
し
、

「
民
と
行
政
が
と
も
に
課
題
を
共

有
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
具
体
的

な
行
動
を
起
こ
す
」
こ
と
を
重
視

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
５
つ
の
基
本
戦
略
を

踏
ま
え
つ
つ
、
３
つ
の
「
め
ざ
す

べ
き
姿
」
の
実
現
に
向
け
て
、
民

が
主
体
又
は
民
と
行
政
が
協
働
で

実
行
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

「
1
0
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
3
7
の

事
業
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
提
案

し
て
い
ま
す
。

　
(
1
)
地
域
生
活
産
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
(
2
)
女
性
へ
の
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

　
ー
ム
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
(
3
)
高
齢
者
へ
の
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ

　
オ
ー
ム
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
(
4
)
文
化
芸
術
創
造
都
市
の
形
成
プ

　
ロ
グ
ラ
ム

　
(
5
)
も
の
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
(
6
)
地
域
の
金
融
機
能
の
強
化
プ
ロ

　
グ
ラ
ム

　
(
7
)
京
浜
臨
海
部
の
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
(
8
)
産
業
集
積
の
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
(
9
)
集
客
産
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
(
1
0
)
国
際
交
流
拠
点
の
形
成
プ
ロ
グ

　
ラ
ム

　
さ
ら
に
中
期
的
期
間
で
の
事
業

着
手
を
勘
案
し
、
担
い
手
が
存
在

し
、
具
体
化
の
動
き
が
あ
り
、
今

後
３
年
間
（
2
0
0
4
年
～
2
0

0
6
年
）
の
う
ち
に
取
り
か
か
る

こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

「
５
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
選
び
出
し
、
提
案
し
て
い

ま
す
。

　
(
1
)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
　
～
生
活
支
援
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
造
と
商
店
街
の
再
生

　
(
2
)
メ
イ
ド
ー
イ
ン
ー
ヨ
コ
ハ
マ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
～
「
横
浜
ブ
ラ

ン
ド
」
の
創
出
に
よ
る
製
造
業

の
再
発
展

　
(
3
)
横
浜
発
デ
ジ
タ
ル
家
電
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
　
～
新
技
術
と
既
存
産

業
の
融
合
に
よ
る
機
器
開
発

　
(
4
)
横
浜
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
～
情
報
イ
ン

フ
ラ
活
用
に
よ
る
競
争
力
強
化

　
(
5
)
歴
史
を
活
か
し
た
テ
ー
マ
型
集

客
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
１
５
０
年

の
国
際
性
豊
か
な
歴
史
を
活
か

し
た
魅
力
づ
く
り

５
-
新
し
い
手
法
と
考
え
方

　
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
新
た
に
打

ち
出
し
た
主
な
手
法
等
に
つ
い
て

説
明
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
都
市
の
魅
力

　
ま
ず
、
都
市
の
個
性
と
プ
ラ
ン

ド
化
を
、
「
都
市
の
魅
力
」
と
し

て
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
「
産
業
が
都
市
を
創
っ
て
」

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

は
、
「
都
市
が
産
業
を
創
る
」
時

代
で
す
。
経
済
を
活
性
化
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
都
市
に
、
多
様
な

人
、
企
業
、
情
報
、
文
化
を
惹
き

つ
け
る
質
の
高
さ
が
あ
り
、
個
性
、

魅
力
が
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
魅
力
あ
る
都
市

と
な
る
に
は
、
横
浜
の
持
つ
地
域

資
源
（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
）
を
い
か

に
発
揮
し
、
活
用
し
、
発
信
す
る

か
が
、
重
要
な
都
市
戦
略
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
経
済
主
体
の
多
様
化

　
都
市
の
魅
力
を
高
め
る
地
域
資

源
の
最
大
の
柱
は
「
市
民
」
で
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
そ
の
市
民
を

「
経
済
主
体
の
多
様
化
」
と
し
て

捉
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
既
存

の
企
業
、
商
店
な
ど
と
共
に
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
積
極
的

に
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

い
て
は
、
平
成
元
年
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
い
て
す
で
に
「
草
の
根
ジ
ョ

ブ
」
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
形
態
が
本
格
化
し
始
め
た
こ

と
や
、
雇
用
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
と
い
う
観
点
か
ら
今
回

は
積
極
的
に
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

図

ビジョンの概要
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③
地
域
循
環
性
の
重
視

　
次
に
、
都
市
の
自
立
性
、
内
発

性
を
重
視
し
て
、
「
地
産
地
消
を

ペ
ー
ス
に
す
る
（
地
域
循
環
性
の

重
視
）
経
済
政
策
」
、
「
地
域
資
源

を
最
大
限
活
か
す
経
済
政
策
」
を

基
本
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
論
」
や
「
産
業
集
積

論
」
の
基
礎
に
あ
る
考
え
方
で
す
。

　
横
浜
経
済
が
、
産
業
集
積
に
よ

る
バ
ラ
ン
ス
あ
る
産
業
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
を
形
成
す
る
上
で
、
付
加

価
値
が
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
地
元
に

帰
属
す
る
よ
う
な
地
域
産
業
連
関

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
つ
ま

り
、
地
域
内
産
業
連
関
の
発
展

（
生
産
誘
発
効
果
）
を
ペ
ー
ス
と

す
る
産
業
振
興
を
基
本
と
し
、
市

民
の
多
彩
な
就
業
機
会
（
雇
用
誘

発
効
果
）
、
生
活
の
保
障
（
所
得

誘
発
効
果
）
、
地
域
金
融
に
よ
る

地
域
再
投
資
（
資
金
循
環
）
、
市

民
の
豊
か
さ
へ
の
質
的
向
上
（
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
産
業

文
化
・
生
活
・
芸
術
文
化
へ
の
誘

発
・
温
床
効
果
）
に
直
接
的
具
体

的
に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
す
。

　
こ
れ
ら
は
市
内
の
各
地
域
の
個

性
を
は
ぐ
く
み
、
競
争
と
共
生
の

経
済
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
地
元
資

本
主
体
が
地
域
経
済
発
展
の
道
を

歩
み
、
地
域
に
中
枢
性
、
意
志
決

定
権
の
あ
る
自
立
的
本
社
経
済
を

形
成
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
誘
致
政

策
は
産
業
集
積
を
基
礎
に
置
く
内

発
性
を
強
化
す
る
戦
略
的
手
段
と

な
り
ま
す
。

④
異
能
連
携

　
ま
た
、
こ
う
し
た
多
様
な
経
済

主
体
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た

様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
「
協
働
と
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
異
能
連
携
）
」
と
し
て
提

起
し
て
い
ま
す
。

　
従
来
も
、
同
業
種
、
異
業
種
、

異
分
野
（
創
造
・
製
造
・
商
造
の

連
携
）
、
産
学
・
商
学
の
連
携
な

ど
、
個
別
に
、
も
し
く
は
集
積
と

し
て
行
う
形
は
あ
り
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
、
多
様
な
経
済
主
体
と
共

に
積
極
的
に
知
的
専
門
家
・
企
業

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
な
ど
）
の
仲
介
を
得
て
、

地
域
性
を
活
か
し
な
が
ら
関
連
し

合
っ
て
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
連

携
に
よ
り
、
事
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
発
揮
す
る
仕
組
み
を
強
調
し

て
い
る
の
が
「
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
う

し
た
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
化
も
検

討
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点

　
も
ち
ろ
ん
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

に
あ
っ
て
は
、
地
産
地
消
を
ベ
ー

ス
と
し
た
上
で
、
「
国
際
性
」
を

標
榜
し
、
開
港
以
来
そ
の
実
績
を

積
み
上
げ
て
き
た
都
市
と
し
て
、

積
極
的
に
横
浜
を
「
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
拠
点
」
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
横
浜
に
は
す
で
に
輸
出
入
、
海

外
直
接
投
資
、
国
際
業
務
提
携
、

外
資
系
企
業
の
進
出
な
ど
グ
ロ
ー

バ
ル
な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い

る
特
色
あ
る
多
様
な
経
済
主
体

（
外
資
で
は
半
導
体
関
連
、
自
動

車
関
連
な
ど
）
が
数
多
く
立
地

（
集
積
）
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
経
済
主
体
が
国
内
外
の

経
済
主
体
と
の
間
で
様
々
な
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
そ
れ
ら
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
事
業
活
動
を
支
え
る
関
連

産
業
や
都
市
機
能
も
整
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
拠
点
と
し
て
、
国
内
外
に
国
際

的
な
魅
力
あ
る
都
市
像
を
発
信

し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
都
市
を
形

成
す
る
た
め
に
重
要
で
し
ょ
う
。

⑥
地
域
貢
献
の
風
土
づ
く
り

　
最
後
に
、
新
し
い
概
念
で
す
が
、

都
市
が
産
業
を
生
み
出
す
仕
組
み

（
土
壌
）
、
『
信
頼
に
基
づ
く
地
域

貢
献
の
風
土
づ
く
り
』
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
地
域
で
重
層
構
造
を
形
成

し
、
多
様
な
面
で
相
互
に
連
結
す

る
こ
と
で
、
多
様
な
専
門
家
や
業

種
で
の
緩
や
か
な
「
相
互
の
顔
の

見
え
る
信
頼
関
係
」
が
創
生
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
こ

う
し
た
試
み
が
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ

ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
資
本
）
」
と
し

て
、
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
元
横
浜
に
。
愛
着

心
”
や
”
存
続
心
（
横
浜
に
居
続
け

た
い
と
思
う
気
持
ち
）
”
を
抱
く
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
多
様
な
経
済

主
体
の
活
動
が
、
地
域
社
会
の
交

流
な
ど
へ
の
寄
与
に
留
ま
ら
ず
。

　
。
企
業
社
会
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
”
の

重
視
や
、
”
社
会
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ

Ｉ
）
“
に
よ
る
。
Ｊ
巾
民
フ
ァ
ン
ド
“

や
ぶ
可
付
‘
な
ど
に
発
展
す
る
こ

と
が
地
域
経
済
の
活
性
化
推
進
の

重
要
な
方
策
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
貢
献
へ

の
自
発
的
な
参
加
と
協
働
の
仕
組

み
を
作
り
出
し
、
様
々
な
連
携
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
域
に
根

ざ
し
た
環
境
・
風
土
づ
く
り
が
重

要
で
、
都
市
の
魅
力
づ
く
り
に
は

不
可
欠
な
要
素
で
し
ょ
う
。

６
－
今
後
の
取
り
組
み

　
本
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
横
浜
経
済
活

性
化
懇
談
会
が
、
広
く
民
と
行
政

に
提
言
し
て
い
ま
す
。
「
民
」
に

対
し
て
は
、
「
自
ら
の
経
済
活
動

の
活
発
化
」
に
よ
る
「
雇
用
の
確

保
」
「
地
域
貢
献
」
な
ど
を
促
し
、

行
政
に
は
、
内
部
で
の
情
報
交
換
、

連
携
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
、
民

が
各
事
業
を
実
施
す
る
際
に
各
事

業
が
必
要
と
す
る
協
働
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
、
適
切
な
支
援
方
策
の

活
用
や
環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ

と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た

め
、
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業

化
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
、
市
内
主
要
企
業
に
対

し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
解
、
参
画
、

協
働
を
働
き
か
け
、
市
民
、
行
政

と
と
も
に
企
業
が
一
体
と
な
っ
て

取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

Λ
兼
松
仁
礼
夫
、
土
屋
秀
子
＝
経

済
局
総
務
部
経
済
政
策
課
∇

32■特集・非「成長・拡大」時代の横浜の経済政策
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